
地震だけでなく、様々な防災対策を行っています。
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事業所防災リーダーに向けて、防災知識や防災に関するお知らせなどを定期的に発信します。今回は、実際
の事業所でどのような防災に取り組んでいるのかをご紹介します。皆さんも参考にしてみましょう。

作成：東京都総務局総合防災部
2025年3月3日

【事例紹介】株式会社エスジー
同社では、継続的な防災活動により、安心して働ける職場環境づくりに努めています。

防災について取り組もうという意識はあったものの、きっかけがなく、2007年の新潟県中越沖
地震の被害を伝えるテレビを見てショックを受け、ようやく動き始めました。まずは、防災関連の
セミナーに多数参加し、防災を知ることからはじめました。知れば知るほど、一人では無理だと思
い、専門班による社内体制作りを提案しました。その後、防災基本方針や安否確認方法などを記し
た防災ガイドラインや、社員一人一人の帰宅支援マップなども作成しました。

全社員参加型の７つの専門班の体制を構築しました。

時代に即した防災対策の拡充

株式会社エスジー
● 従業員数：41人（2024年6月現在）
● 業務内容：ウェブサイト制作、ウェブシステム開発、パッケージ制作、グラフィックデザイン

事業所概要

きっかけと体制整備

➢ 毎年9月1日を「会社防災の日」として設定
➢ 前述の各班による活動報告会の開催
➢ 全社員参加による災害伝言ダイヤル（171）、
災害用ブロードバンド伝言板の3日間訓練

「安心して働ける環境づくり」という社長理念のもと、
基本に忠実な取り組みを地道に続けて参ります。

防災は目新しいことをする必要はないと思います。毎年同じ取り組みを
繰り返すことで、防災の基本が自然と身につくので、「もう知っている
よ」と社員から言われることが、むしろ防災文化の定着を示す証しだと考
えています。

7つの専門班

防災の日

防災に取り組むきっかけ（担当者より）

担当者の声

✓ 豪雨対策
✓ 子育て中の社員向け防災対策資料の作成・配布
✓ 希望者へのAED講習の実施
✓ 社内ポータルサイトでの防災コラムを定期配信

各班が防災の日に向けてガイドラインを見直し、点検、修正しています。
東日本大震災時にも、物品管理班が非常食を配布するなど、この体制が有効に機能しました。

▲防災コラム
安否確認方法や衛生管理
など防災基本情報を発信

東京都では一斉帰宅の抑制について、日ごろからイメージしてもらうためにわかりやすく解説する
動画を作成しております。本動画はどなたでも無料で、ご都合のよいタイミングで視聴いただけま
す。下記のリンクまたはQRコードからぜひご覧ください。
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/kitaku_portal/1006183/index.html

東 京 都 か ら の お 知 ら せ

情報収集班 安否確認班 避難誘導班 救護班

衛生管理班 物品管理班
ビルの消化訓練への参加、家具の転倒防止対策、コンセントの粉塵除けなどを行う

消火防火・耐震班

http://www.sgsys.co.jp/
https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/kitaku_portal/1006183/index.html
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